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地域おこし協力隊とは
　人口減少や高齢化等の進行する地域に都市
部の人材を積極的に受け入れ、地域協力活動
を行うことで、地域の活性化を図る制度です。

　ご当地アニメ「サクラノチカイ」を活用した観光PRを主なミッションとして3年
間活動してきた本市協力隊第1号の宇佐美隊員が、2月末で任期終了となります。
　下野市観光協会や自治体のお祭りなど、様々な場面で宇佐美隊員を見かけた方も
いらっしゃるのではないでしょうか。
　改めて、3年間を通しての活動や下野市の思い出についてお話しいただきました。

■問い合わせ先　総合政策課　☎（32）8886

宇佐美隊員3年間ありがとうございました

　下野市で3年間を過ごして　
　振り返ってみると、着任6か月でソワカフェさんと共同製作し
た「一葵さやか先生監修！瑠梨ブレンドドリップパックコー
ヒー」を発売できたのは、とても恵まれていたと思います。1年
目から成果をあげることは難しいと考えていましたが、ソワカ
フェさんや一葵さやか先生、とちぎテレビさん、下野市観光協
会の皆さんのご協力で完成することができました。皆さんのサ
ポートがあったから、6か月という短い期間で発売できたのだと
思います。改めて、感謝申しあげます。
　アニメ事業で印象に残っているイベント　
　下野市観光大使・瓜田瑠梨の声優を担当している小林元子さ
んと、1クールのラジオ番組を行ったことは印象に残っています。
ラジオ番組に出演すること自体初めてのことで、うまく言えず
撮り直しをすることもありましたが、関係者の皆さまがとても
親切に支えてくれたので、最後まで務めることができました。
　市民の皆さまのご協力に感謝　
　第2回ちょいエコマルシェに出展していた「てづくり工房もも」
さんに、地域を盛り上げることをしたいと相談したところ、か
んぴょうパウダーを使ったシフォンケーキを共同開発すること
になりました。
　地域の方から、下野市のかんぴょう農家さんや食材を粉末に
加工する業者さんを紹介していただいて、かんぴょうパウダー
の配合率が10%、20%、30%の試作品を作りました。配合率を
高めるほどシフォンケーキの柔らかさが失われることが分かり、
柔らかさを保つギリギリの配合率を見つけるのに苦労しました
が、試行錯誤を繰り返し、ついに商品が完成しました。
　コロナ禍でお披露目が1年以上延期しましたが、昨年12月の
第3回ちょいエコマルシェでようやく発売することができ、とて
も嬉しかったです。
　最後にひとこと　
　初めての土地、知り合いもいない下野市で任期満了まで活動
できたのは、下野市の皆さまがとても親切にしてくださったか
らだと思っています。
　3年間、本当にありがとうございました。

共同製作したコーヒー

サクラノチカイ座談会（令和元年10月6日）
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